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武蔵公園として都市計画決定されている区域の一部を公

園として活用するための整備事業

① 事業名：武蔵公園整備事業

② 工事期間：令和４年７月～令和５年１月（予定）

③ 整備面積：約１，９００㎡

④ 事業担当：水と緑と公園課 緑政担当

⑤ 工事担当：道路課 設計・工事担当



昭和病院



整備にあたっての前提

・武蔵公園の区域の一部の活用である

→大規模な公園整備は行わず

広場としての公園を想定

・北東が住居、南側が青梅街道と接している

→周辺の状況に配慮する必要がある



主な意見

設備の設置に関すること

・公園灯により明るさを確保してほしい。・防災機能設備を設置してほしい。
・ベンチを設置してほしい。 ・ベンチを設置しないでほしい。
・トイレを設置してほしい。 ・トイレを設置しないでほしい。
・運動施設（バスケットゴール等）を設置してほしい。
・テニスコート等は作らないでほしい。
・遊具（子ども用、健康増進用）を設置してほしい。

公園の構造に関すること

・既存広場を一体的に拡張してほしい。 ・樹木を残してほしい。
・原っぱを作ってほしい。(砂埃対策兼ねる)
・雨水、土砂の流出を抑制する設備を設置してほしい。
・溜まり場にならないようにしてほしい。・圧迫感のないものにしてほしい。

整備後の運用に関すること

・ボール遊びができる空間にしてほしい。 ・ボール遊びを禁止してほしい。
・タバコ、花火を禁止にしてほしい。 ・衛生管理を徹底してほしい。



武蔵公園活用に向けた意見募集の結果等を踏まえ、次の

3つの方向性をもとに設計をしました。

① 周辺環境との調和

② 緑豊かな憩いの空間

③ 近隣への配慮



① 周辺環境との調和

・ 既存の広場と一体となった空間の創出

・ 景観との調和と多目的な公園利用



② 緑豊かな憩いの空間

・ 季節ごとに花や葉色を楽しめる樹種を選定

・ 木陰にベンチを設置



③ 近隣への配慮

・ 公園灯の設置により照度を確保

・ 防災機能に配慮したソーラー照明灯を設置

・ 防球ネットの設置

・ 外周部は圧迫感の少ない低木を植栽
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武蔵野神社

整備範囲

凡例



・家屋調査は、工事着工前と

完了後に１回ずつ行います。

・家屋調査の実施は、武道館

解体工事の時と同様の範囲

です。

・家屋調査の実施については、

個別にお知らせをいたします。

：家屋調査実施範囲

凡例



　 ⑤公園施設工・舗装工

 　⑥植栽工

 　⑧供用開始

２月

令和５年

 　⑦片付け・家屋調査

７月 ８月 ９月 １０月 １１月
作業内容など

令和４年

 　①準備・家屋調査

 　②地盤敷均し工

　 ③管埋設工・街築工

　 ④防球ネット工

１２月 １月



ご質問がある方は

挙手のうえ

お名前をおっしゃってから

ご質問をお願いします。



＜問合せ先＞

〇 事業について

小平市 環境部 水と緑と公園課 緑政担当

☎ ０４２－３４６－９８３０

〇 工事について

小平市 都市開発部 道路課 工事担当

☎ ０４２－３４６－９８２５


